
三河高原トレイルラン 開催時期変更についての検討状況 
蜂対策のため、開催日を９月末→６月へ変更可能か、データ、意見などを集約。 
■変更日候補の絞り込み 
 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 
スズメバチ活動期       
オリエンテーリングシーズン       
大会スケジュール  第 1週：東大 

第 3,4週：東海ｲﾝｶﾚ 
    

大府野外センターオープン       
天候     梅雨 

8日 
    

21日 
 台風  

スタッフ  名大・椙大 1年生     
候補日 ６月第４週 

 
参考：新城市の平年値（作手はこれより３℃くらい低い） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ご意見（主要メンバーからメールで） 
６月下旬は、梅雨ど真ん中で、連日 50%以上の降雨確率。気温は、30度超えも考えられる９月上旬なみ。 
９月下旬は台風が来なければ秋晴れで気温は５月下旬並み。４時間を超えるランナーが１割弱あることを考える
とこの日程にランニング大会を設定するのは無謀?と思います。時節柄、熱中症のニュースは多いので・・・ 
トレランは OLよりも中高年比率は高い気もしますし・・・ 
近年、雨の降り方がゲリラ豪雨とかで警報もあてにならない状況で 1000人のランナーを制御できるかが問題。 
例年の作手のこの時期どの程度の雨かの情報が欲しいところです。岡崎とか豊橋の平地でちょっと雲行きが怪し
いかなと思うと作手に上ると大荒れな事が多いので心配です。 
OL は距離と難易度で負荷をコントロールできるのである意味、真夏でもできますし、複数挿されることは珍し
いと思っています。最適シーズンはトレイルランと完全にかぶってしまいます。 
できれば５月、遅くとも梅雨入り前には開催したいところです。可能ということであればある程度 OLが犠牲に
なるのでしょうが、？？ですね。 
今年は全日本の関係で日程が変わっていますが岡崎協会（+三河 OLC）は例年、４月から６月の梅雨入りまでは、 
大会や練習会・教室その試走会や準備（+大会参加）でスケジュールはいっぱいな気がします。例年９月下旬は
絶妙な位置だと思っていました。 
私はここ数年はトレランの日は出勤のため、詳しい状況がわかっていないところもありますが、以前は何度か運
営していましたので、とりあえず参考に意見を送ります。 
・おそらく、メリット・デメリットはいろいろあると思いますが、蜂の問題を考えると秋は一番危険な時期なの
で可能であれば、変更するとよいと思います(蜂の問題は以前もハラハラしていました・・・)。 
・ランナーとして考えるともっと涼しい時期が良いように思いますが、あまり寒いときだと運営などがたいへん

６月末は９月より約３℃気温高い。 
降雨量は約 1.5倍 
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ですし、オリエンテーリング大会の季節を考慮すると、今回の開催日への変更も良いかと思います。 
・いずれにしても、皆さんの協力体制が整っていれば、特に問題はないと思います。 
 
北ブロックで運営していますので、蜂の問題があまり身近に感じられません。９月の最終日曜日開催が、この地
域に定着していると感じています。永年にわたり築き上げた、見えない財産のひとつとしてとらえております。 
開催日を変更する案には消極的で同調できない心境です。 
過去の経験から、事故発生エリア(蜂の楽園)を迂回するようなコース変更で被害発生リスクを抑える方法は無い
ですか。 
さくら道ネイチャーランに連続出場している知人がいますが、私の勧誘で、大会運営と大会参加に 1度だけずつ
協力してくれたことがあります。昨日、珈琲飲みながら 「今年はこんな話が出ている」 と話題にしたら 
「天候不順な時期にトレランか・・・ 」 と感想を漏らしてくれました。スッテンコロリンの第二回大会を思
い出します。 
 
学生さん、特に 1年生がまだあてにできない時期でないでしょうか？ 
運営者の確保もしくは省人化が必要になると思います。 
 
６月第４日曜日について、東海インカレは第 3日曜日？かと思いますが、そのあたりを東海インカレ側と 
調整し、かぶらないようにすれば問題ないと考えます。 
 
私の個人的な思いですが、６月末となれば、少々天気や暑さが気になるところですが、本業のＯＬの行事などを
考えると仕方ない面もありますね。 
我がクラブとしては、比較的本業を離れた人ばかりですが、やや忙しく予定を立てられている人も見えます。 
早めに、日にちが確定していれば、予定に入れて頂けると思います。 
 
1年生の募集が実質終了するのが６月末までかかっており、６月末での開催となると１年生スタッフはお願いで
きない。２，３年生で割り当てることは可能だが、OL への注力、学業などを考えると、人数を集めるのがより
難しくなるため、負担軽減が必要。 
特に２，３年は東海インカレに注力しており、その後にしてもらいたい。東海インカレは例年６月３，４週で開
催されているが、OBが運営しているので、日程調整し、第３週にしてもらうことは可能と思われる。 
（ここだけ名大、椙山大より直接伺いました） 
 
■対応案 
①９月開催のまま、まずは蜂対策強化策を検討する。 南エリアコース変更？、前走の強化？ 
②６月第４週開催で調整する。 
 
■参考 ６月第４週に開催されている近隣のマラソン大会、トレラン大会（Runnetから） 
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